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去った９月１４日（土）に八重山事務所２Ｆ大会議室で『高円宮杯第71回全日本中学校英語弁論大会八重

山地区予選大会』が行われました。本校代表として、大濵咲蘭さん(３－３)が発表しました。 

堂々と発表を行い、見事、 優良賞 を受賞しました。 

自分の考えをまとめるのも大変なのに、それを英文で 

書き、英語で発表するということにチャレンジしたこと 

も素晴らしいことです。英語に関心が強いことと、英語 

力も相当なものだと思います。 

「人生において大切なこと」自分の将来を見据え、これ 

からの自分に必要なことがわかった。 

これから、入試も控え人生のひとつの岐路に立つ３年生の 

皆さんを代表して発表しているようにも感じました。 

自分自身を見失わず、大切なものは何かを考え、自分の 

これからに生かしてほしいです。惜しくも県大会出場は逃 

しましたが、良く頑張りました！また、このような機会が 

あれば、どんどんチャレンジしてください。 

指導をしていただいた先生（チーム英語科）お疲れ様でした。 

Congratulations!                                                                          

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑 花 

第８回ユーグレナカップ 

男子：優勝 石垣中男子３年 

個人賞：ＭＶＰ 山城快（３－３） 

個人賞：ユーグレナ賞 清水耀史（３－１） 

女子：優勝 石垣中学校３年 

女子：準優勝 石垣中学校１・２年 

個人賞：ＭＶＰ 内間結子（３－１） 

 

第２０回オープントーナメント 

全沖縄ウエイト制空手道選手権大会 

中学二年生女子の部 優勝 翁長楓花（２－４） 

 

～凄いぞ石中生・頑張れ石中生～ 

「One of the most important things in life」 

～人生において大切なこと～

英語科の皆さんと大濵咲蘭さんでパチリ 

 

 

夏休みに行われた、第３４回沖縄県少年の主張（八重山地区

大会）に本校から２名、松竹梨乃さん（３－２）伊志嶺天花

さん（３－５）が本校代表で堂々と発表してくれました。 

二人とも実体験をもとに、自分の主張を、時にはゼスチャー

も交えて発表していました。とても心に響きました。 

結果は１７号にも掲載しましたが、好成績を残しています。

最優秀賞：松竹梨乃さん「天使の翼」 

優良賞：伊志嶺天花さん「明日が来ることは奇跡」 

松竹さんは、来る９月２６日（木）に金武町で開催される県

大会へ八重山代表で出場します。先週の木曜日には全校生徒

の前でリハーサルも兼ねて発表してもらいました。 

県大会でも八重山代表として想いを伝えてきてね。 

県大会の結果は、また、石中だよりで報告したいと思います。 

＊裏面もご覧ください。遅くなりましたが全国中文祭へ出演した郷土芸能部の写真等を掲載しています！ 



  
 

 

                                                                         

                                                        

 

８月２２日（木）に富山県で 

行われた全国大会出場時の

様子です。（遅くなり申し訳

ありません）特集号を組ませ

てもらいました。 

郷土芸能部の合言葉 

「一心舞奏～いっしんまい

かなでる～」の言葉通り 

心ひとつに全員で舞い・奏で

ることができ、最高の舞台だ

ったと聞いています。 

昨年の長崎大会に続いての２年連続

の全国大会の出場です。 

全国に“石垣中学校あり”知らしめる

ことになりました。 

同行した宮良信浩校長先生による

と、群を抜いて、ダントツに凄かった

と興奮し話していました。 

帰島した部員・指導者・顧問も満足感

いっぱいでいい表情をしていまし

た。今年度から３年連続での県大会

も可能になりましたので、来る１１

月９日（土）の地区中文祭へ向けて、

3年連続へ向けて精進あるのみ！ 

石垣中学校郷土芸能部に栄光あれ！ 

郷土芸能部 顧問：玉城 久より報告と感謝の言葉 

卒業生が抜け、新チームでの舞台づくりにプレッシャーを感じている生徒達でしたが、一心舞奏～いっしん

まいかなでる～を合言葉に一生懸命、練習を頑張ってきました。本番では観客の皆さんからも手拍子や拍手

をいただき、中学生らしい、はつらつとした演舞を披露することができました。これも、皆さんの多くのご

支援・ご声援のおかげです。ありがとうございました。今後とも宜しく宜しくお願いします。 


